
20 - 19
19 - 19
23 - 17

Ｃ 16 - 12
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
3 * 0 0 4 8 4 8 0 9 5 14 3 7 2 0
4 * 0 2 2 4 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0
6 0 1 3 1 7 0 0 0 0 2 2 0 0 1 0
7 * 0 1 8 13 0 0 2 0 4 4 2 1 0 0
10 * 2 4 2 6 2 2 1 3 1 4 3 2 1 0
20 0 0 0 1 7 0 0 1 1 1 2 1 0 0 0
21 * 0 0 7 14 3 5 3 3 6 9 0 3 0 1
35 0 1 2 1 4 0 0 1 1 1 2 0 1 0 0
41 0 0 0 2 5 1 1 2 1 2 3 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 0
4 12 28 69 10 16 11 18 22 40 10 16 6 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8 * 1 3 2 7 0 0 2 0 3 3 1 4 0 1
9 0 2 2 5 9 0 0 2 0 2 2 3 0 1 0
13 * 3 3 2 3 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0
19 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 0 0
21 * 0 1 1 5 0 2 2 0 1 1 2 3 0 0
23 0 0 0 2 3 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0
26 0 2 4 0 1 0 0 2 0 1 1 2 0 1 0
32 * 0 0 2 4 0 0 1 1 2 3 3 2 0 1
35 * 0 0 3 10 3 4 3 4 7 11 2 4 0 0
99 0 0 0 3 8 0 0 4 4 5 9 0 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 0
8 14 20 51 3 6 18 9 26 35 17 17 5 2

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 7 勝ち点 2試 合 ＮＯ239

78 67

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

男子

戦評
【総括】
大会8日目、現在2勝のびわこ成蹊スポーツ大学対現在7勝の同志社大学の一戦。両チームともマンツーマンディ
フェンスでスタート。序盤から両チームともシュートが良く入り、ハイペースで点を取り合い、スピード感のある展開と
なる。主導権を巡り戦うシーソーゲームは第二ピリオドまで続く。びわこは#9下村が、同志社は#21田邉らがオフェン
スの中心となり、お互いに譲らず一点差で同志社のリードで前半を終えた。後半立ち上がりにミスが続いたびわこの
わずかな隙を同志社は見逃さない。#21田邉が果敢に攻め、リードを広げ、一時はその差を10点にまで広げた。必
死に食らいつくびわこはディフェンスがより激しくなり、さらに#26中塚の3Pシュートから反撃ののろしをあげる。第四
ピリオドに入り、両チームの激しいディフェンスで点があまり入らなくなるとともにファウルが重なる。ビハインドのびわ
こは#8山口が果敢に攻めるが逆転には至らなかった。最終スコアは78-67。同志社の勝利となった。
【第一ピリオド】
先制したのはびわこ#35石川のミドルシュート。びわこ#13豊田が立て続けに得点するも、同志社#10右田が3P
シュートとミドルシュートを決め猛追。両チームともマンツーマンディフェンスで激しくディフェンスするも、オフェンス
力が勝り、点の取り合いとなる。第一ピリオド残り数秒でびわこ#99林がオフェンスリバウンドからシュートを決め、20
対19で同志社1点リードで第一ピリオドを終えた。
【第二ピリオド】
第二ピリオド開始早々、びわこ#9下村が3Pシュートを決め、逆転。これで波にのったびわこが一気に6点差に広げ
る。なかなか点差の縮まらない時間が続いたがびわこ#21今井のパスからびわこ#23木村の速攻でさらに加点。同志
社はタイムアウトをとり、その後、同志社#4永塘のレイアップと同志社#21田邉バスケットカウントで同点とする。一進
一退の攻防が続き、終了間際、同志社#7古村が逆転のミドルシュートを決め、39対38で第二ピリオド終了。
【第三ピリオド】
立ち上がりにターンオーバーが続いたびわこの隙をついた同志社が連続得点を決め、9点差になったところでびわ
こタイムアウト。タイムアウト後にびわこが3-2のゾーンディフェンスに切り替えて流れを変えにいく。しかし、反撃を許
さない同志社は#6柳原の3Pシュートと#41野見のバスケットカウントでさらに点差を広げる。びわこは#9下村や#26中
塚が果敢に攻めるディフェンスで速攻を仕掛け、7点差まで詰め、第三ピリオド終了。
【第四ピリオド】
両チームとも激しいディフェンスで2分間、スコアが動かない。その均衡を破ったのはびわこ。#35石川のポストプレ
イでバスケットカウントを決めた。びわこの反撃により4点差まで詰め寄ったが同志社#21田邉がファウルを誘うプレー
でびわこを引き離す。びわこはチームファウルがたまり、厳しい展開になる。びわこが果敢に攻めるも同志社が追撃
を許さず、78-67で同志社が勝利した。
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2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.08
同志社大学開始時間 15:00

会　　場 桃山学院大学

下田 忠至 12 28

柳原 功希 5 13

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

宇治田 健郎 0 9

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

12 27

永塘 哲生 4 26

0 -

0 -
-

村井 大陸 5 14

古村 健一 16 29
右田 卓也

-

野見 悠人 5 12

中島 海里 2 13
田邉 陸也 17 29

-
0 - -

合　　　計 78

0 -

200
RATE 33.3% 40.6% 62.5%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 加賀美 伸彰

21

山野 昴輝 0 4

ST MINTO AS

今井 稜 2

豊田 湧一朗 13
下村 淳基 16

REBOUND３Ｐ BS

山口 直紀 7 19

19
木村 颯斗 4 13

21
木村 郁斗 0

石川 敦裕

3

9 35

中塚 隆仁 6 18
今田 哲志 4 22

25
-

0 - -
0 -

RATE 57.1%

-

6

39.2% 50.0%
200

林 隼輔

Team / Coach: 伊戸 重樹 -
合　　　計 67

0 -
0 - -


